
ヨ

ア
ン
ネ
ス
・
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
神
人
共
働
論

武
　
藤
　
慎
　
　
一

初め
に

（
一
）
思
想
史
上
の問
題

　ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
主
義
が
支
配
的
に
な
っ
た
西
方
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
「
神
人
共
働
」
と
言
う
と
た
だ
ち
に
「
異
端
」
が
連
想
さ
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。
こ
と
に
古
代
で
は
、
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
主
義
の
「
神
人
共
働
説
」
（
ω
冒
9
σ
q
一
ω
日
）
と
し
て
、
と
か
く
負
の
印
象
が
強
い
語
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
般
に
東
方
キ
リ
ス
ト
教
は
「
神
人
共
働
説
」
的
だ
と
言
わ
れ
る
。
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
（
三
五
〇
年
代
－
四
二
〇
年
代

頃
）
は
ギ
リ
シ
ア
教
父
の
思
想
に
近
い
と
は
言
わ
れ
る
が
、
同
時
代
の
ギ
リ
シ
ア
教
父
の
神
人
共
働
そ
の
も
の
に
関
す
る
考
え
を
精
察
し

な
い
限
り
、
比
較
も
ま
ま
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
「
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
主
義
」
が
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
自
身
の
思
想
に
対
す
る
レ
ッ
テ
ル
で
あ
る
よ

　
　
ユ
　

う
に
、
「
神
人
共
働
説
」
も
東
方
の
思
想
に
対
す
る
レ
ッ
テ
ル
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
西
方
で
初
め
て
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た

「
共働
」
を
後
の
恩
恵
論
の
枠
組
み
で
量
る
の
は
、
時
代
錯
誤
の
誹
り
は
免
れ
な
い
。
例
え
ば
、
あ
る
特
定
の
ギ
リ
シ
ア
教
父
の
思
想

が
ペラ
ギ
ウ
ス
主
義
か
、
そ
れ
と
も
半
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
主
義
か
、
と
い
う
類
の
問
い
の
立
て
方
は
、
勿
論
研
究
対
象
に
即
し
て
い
な
い
。
し

ヨ
ア
ン
ネ
ス
・
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
神
人
共
働
論
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



六
六

かし
、
そ
の
共
働
と
は
何
か
は
、
そ
れ
自
体
で
十
分
考
察
に
値
す
る
問
題
で
あ
り
、
他
の
様
々
な
問
題
に
も
通
じ
る
広
が
り
も
持
つ
。
特

に
、
東
方
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
と
っ
て
は
、
単
に
周
辺
的
な
問
題
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。

　
本来
、
西
方
と
比
較
す
る
場
合
で
も
東
方
の
問
い
の
立
て
方
を
尊
重
し
、
十
分
に
理
解
し
た
上
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
こ
で

本
研究
で
は
、
西
方
の
視
点
か
ら
の
「
神
人
共
働
説
」
で
は
な
く
、
「
（
神
人
）
共
働
」
（
q
e
話
℃
愚
2
）
そ
の
も
の
を
扱
う
。
こ
の
場
合
の
「
共

働
」
は
、
神
の
業
に
お
い
て
神
の
働
き
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
の
働
き
も
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。
神
が
人
間
を
援
助
す
る
こ
と
は
大
方
の

認め
る
と
こ
ろ
だ
が
、
逆
に
人
間
が
神
を
援
助
す
る
方
は
、
問
題
視
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
不
均
衡
な
「
共
働
」
で
は
、
言

葉
だけ
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
o
e
く
o
噂
ミ
鴎
く
（
共
働
す
る
）
は
「
共
に
働
く
」
と
い
う
意
味
の

形
容
詞
q
e
＜
。
。
℃
呑
の
に
由
来
す
る
動
詞
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
神
の
働
き
に
偏
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
勿
論
な
い
。
ま
た
、
9
）
ぐ
。
。
℃
憲
の
は
「
共

働者
」
と
い
う
意
味
の
名
詞
化
し
て
、
新
約
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
そ
も
そ
も
新
約
で
は
両
語
と
も
、
人
間
が
神
と
共
働
す
る
意
味

での
、
神
人
「
共
働
」
に
関
し
て
も
肯
定
的
に
使
用
さ
れ
る
。
合
計
十
七
回
の
用
例
で
は
、
ロ
ー
マ
八
・
二
八
を
除
い
て
、
専
ら
人
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

働き
に
つ
い
て
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
共
働
の
相
手
も
人
間
が
多
い
が
、
神
の
場
合
も
あ
る
。
逆
に
、
神
が
直
接
人
間
と
共
働
す

る
用
例
は
、
聖
書
に
は
な
い
。
た
だ
、
そ
の
「
共
働
」
と
は
何
か
を
思
想
的
に
発
展
さ
せ
て
論
じ
る
ま
で
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
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　こ
の
「
神
人
共
働
論
」
（
爵
Φ
α
0
9
『
冒
Φ
o
h
ω
旨
Φ
同
鴇
、
日
本
語
で
は
「
神
人
共
働
説
」
と
紛
ら
わ
し
い
の
で
、
以
下
「
共
働
論
」
と
略

す
）
は
、
ギ
リ
シ
ア
教
父
に
こ
そ
期
待
で
き
る
。
た
だ
、
実
際
の
ギ
リ
シ
ア
語
著
述
家
に
お
け
る
用
例
で
は
、
ア
ン
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
ク

レ
メ
ン
ス
を
例
外
と
し
箆
、
こ
の
語
が
共
働
論
的
に
使
用
ざ
れ
る
場
合
、
大
抵
は
神
な
い
し
神
的
存
在
の
働
き
に
関
し
て
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
肝
心
の
人
間
の
積
極
的
な
働
き
、
し
か
も
神
に
協
力
す
る
働
き
に
関
し
て
は
用
例
が
少
な
い
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
カ
ル
ケ
ド
ン

公
会
議
以後
の
キ
リ
ス
ト
論
論
争
上
の
単
働
論
を
待
た
ず
と
も
、
上
か
ら
の
キ
リ
ス
ト
論
の
立
場
か
ら
は
、
神
に
対
す
る
人
間
の
共
働
は



重
視さ
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
「
共
働
」
と
い
う
語
は
使
用
さ
れ
て
い
て
も
、
実
質
は
神
か
ら
人
間
へ
の
「
援
助
」
の
意
味
で

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
、
共
働
の
実
態
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
点
で
は
、
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
以
前
の
東
方
の
「
神

人
共
働説
」
の
代
表
と
し
て
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
ニ
ュ
ッ
サ
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
で
も
、
専
ち
聖
霊
に
よ
る
援
助
に
関
し
て
語
ら
れ

る
。

（二
）
方
法
論
上
の
問
題

　と
い
う
こ
と
は
、
新
約
の
「
共
働
」
と
ギ
リ
シ
ア
教
父
一
般
の
「
共
働
」
と
で
は
、
隔
た
り
が
大
き
い
こ
と
に
な
る
。
語
は
同
一
で
も
、

そ
の
用
法
が
人
と
神
と
で
逆
転
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
言
葉
そ
の
も
の
の
意
味
の
、
神
と
人
間
が
共
に
働
く
と
い
う
、
あ
る

意味
で
対
等
な
相
互
関
係
を
徹
底
的
に
論
じ
て
い
る
例
は
、
皆
無
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
、
下
か
ら
の
キ
リ
ス
ト
論
の
立
場
か
ら
は
、

神
に
対
す
る
人
間
の
「
共
働
」
こ
そ
が
重
要
に
な
る
と
予
想
で
き
る
。
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
釈
義
学
派
の
最
大
の
特
徴
は
、
下
か
ら
の
キ
リ

ス
ト
論
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
独
自
の
人
間
観
や
救
済
論
が
横
た
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
二
つ
を
繋
ぐ
の
が
救
済
に
関
す
る
人
間
の

働き
で
あ
る
。

　し
か
し
実
際
に
は
、
資
料
の
制
約
が
研
究
の
大
き
な
障
害
と
し
て
立
ち
は
だ
か
る
。
具
体
的
に
は
、
デ
ィ
オ
ド
ロ
ス
で
は
「
共
働
」
と

いう
語
そ
の
も
の
は
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
残
さ
れ
た
資
料
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
共
働
論
の
十
分
な
展
開
は
見
出
さ
れ
な
い
。

モ

プ
ス

エ
ス
テ
ィ
ア
の
テ
オ
ド
ロ
ス
で
は
、
現
存
す
る
『
受
肉
』
の
断
片
で
「
共
働
す
る
」
が
頻
出
す
る
が
、
他
の
多
く
の
思
想
的
テ
ク

ス
下
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
彼
の
共
働
論
の
全
体
像
を
掴
む
こ
と
は
難
し
い
。
テ
オ
ド
レ
ト
ス
で
は
「
共
働
」
が
比
較
的
頻
出
す
る
が
、

ペラ
ギ
ウ
ス
論
争
以
降
に
活
躍
し
た
人
物
な
の
で
、
遅
す
ぎ
る
。
そ
の
点
、
東
方
正
教
会
を
代
表
す
る
教
父
の
一
人
で
あ
る
ヨ
ア
ン
ネ
ス
・

ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
（
三
四
九
－
四
〇
七
年
）
の
著
作
は
、
豊
富
な
量
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
彼
は
、
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
と
同
時
期
生
ま

ヨ

ア

ン
ネ
ス
・
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
神
人
共
働
論
（
武
藤
）
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六
八

れな
の
で
、
比
較
の
対
象
と
し
て
も
申
し
分
な
い
。

　
研
究
方
法と
し
て
は
、
一
方
で
は
聖
書
の
わ
ず
か
な
用
例
に
関
す
る
「
共
働
」
理
解
を
扱
う
だ
け
で
は
、
い
か
に
も
内
容
が
乏
し
く
な

る
。
他
方
で
は
、
「
共
働
」
と
い
う
語
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、
い
っ
た
ん
神
の
恩
恵
と
人
間
の
努
力
と
い
っ
た
幅
広
い
内
容
を
扱
い
出
し
て
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゑ

ま
う
と
、
議
論
は
際
限
な
く
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
「
共
働
」
そ
の
も
の
は
置
き
去
り
に
さ
れ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
従

来
の
「
神
人
共
働
説
」
研
究
で
は
、
西
方
の
視
点
に
引
き
ず
ら
れ
す
ぎ
て
、
東
方
の
共
働
論
そ
れ
自
体
の
広
い
視
野
に
は
到
達
で
き
な
い

ま
ま
に
な
る
。
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
で
は
、
膨
大
な
聖
書
解
釈
も
残
さ
れ
て
お
り
、
聖
書
の
共
働
理
解
と
思
想
と
し
て
の
共
働
論
の
両
方

を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
一
人
物
に
お
い
て
、
そ
の
両
方
と
も
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
間
の
隔
た
り
を
埋
め

る
可
能
性
が
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
実際
、
彼
の
思
想
は
「
神
人
共
働
説
」
的
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
『
霊
性
事
典
』
の
「
神
人
共
働
説
」
の
項
目
を
執
筆
し
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ゑ

た
シ

ュ
ピ
ド
リ
ー
ク
（
日
ω
b
芭
貯
）
は
、
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
を
し
ば
し
ば
引
用
す
る
。
し
か
し
、
彼
に
お
け
る
「
共
働
」
そ
の
も
の
に

は
、
言
及
し
て
い
な
い
。
彼
は
キ
リ
ス
ト
論
を
始
め
と
す
る
当
時
の
神
学
論
争
に
は
あ
ま
り
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
が
、
共
働
の
よ
う
な

実
践
的
問
題
に
は
最
大
の
関
心
を
示
し
た
の
で
、
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
研
究
と
し
て
も
そ
れ
を
扱
う
べ
き
で
あ
り
、
実
際
に
扱
わ
れ
て
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゑ

た
。
比
較
的
最
近
で
は
、
ブ
ン
ン
ト
ン
（
即
b
U
鼠
ロ
色
o
）
に
よ
る
一
連
の
「
神
人
共
働
説
」
研
究
が
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
の
「
神
人
共

働説
」
研
究
で
は
、
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
に
お
け
る
神
人
共
働
そ
れ
自
体
に
的
を
絞
り
、
そ
の
全
体
像
を
解
明
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
神
人
共
働
説
」
の
偏
見
を
払
拭
し
、
積
極
的
な
意
味
で
の
共
働
論
を
呈
示
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
そ
こ
で

本
研究
で
は
、
神
と
人
間
が
互
い
に
助
け
合
っ
て
同
一
の
こ
と
を
働
く
、
と
い
う
意
味
で
の
「
共
働
」
そ
の
も
の
を
集
中
し
て
扱
う
。
具

体的
に
は
、
共
働
一
般
の
用
例
と
聖
書
に
お
け
る
共
働
理
解
の
検
討
か
ら
始
め
て
、
神
人
共
働
を
人
間
の
側
と
神
の
側
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
考



察し
、
最
後
に
両
者
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
に
お
い
て
は
新
約
で
は
用
例
が
な
い
が
8
く
。
。
ミ
魅
ぐ

の同
義
語
の
9
看
℃
曾
畠
芝
（
協
力
す
る
）
も
、
多
用
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
q
e
く
。
。
ミ
魅
く
と
そ
の
関
連
語
の
用
例
を
精
査
す
る
と

と
も
に
、
8
盲
℃
曾
爵
↑
＜
の
共
働
論
的
用
例
に
も
注
目
し
て
、
彼
の
共
働
論
の
全
体
像
に
迫
り
た
い
。

一　

神
人
共
働
論
の

背
景

（
一
）ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
共
働
一
般
理
解

　ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
著
作
に
お
い
て
、
8
盲
℃
曾
胡
↑
く
は
ご
く
一
般
的
な
語
彙
で
あ
り
、
そ
の
用
例
は
枚
挙
に
逞
が
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
こ
こ
で
は
9
）
話
ミ
鮎
ぐ
と
そ
の
関
連
語
の
代
表
的
な
用
例
に
的
を
絞
っ
て
扱
う
。
ま
ず
は
、
人
間
が
共
働
す
る
場
合
で
あ
る
。
男
は
男
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女
の

共働
に
よ
り
生
ま
れ
て
き
た
。
女
た
ち
も
共
働
す
る
。
家
を
建
て
る
者
た
ち
、
地
を
掘
る
者
た
ち
、
海
を
航
海
す
る
者
た
ち
は
、
共
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お
り

働を
必
要
と
す
る
。
王
は
神
の
願
い
に
も
協
力
し
て
い
る
し
、
我
々
と
共
働
す
る
た
め
に
神
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
。
罪
は
共
働
者
た
ち
を
も

　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ

必
要と
す
る
。
直
接
の
主
語
と
し
て
は
、
人
間
の
「
意
志
」
も
登
場
す
る
。
人
間
の
「
信
仰
」
も
、
死
者
を
復
活
さ
せ
た
ペ
ト
ロ
の
奇
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ

（使
徒九
・
四
〇
）
に
共
働
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
多
様
な
人
間
の
共
働
行
為
の
中
に
神
と
の
共
働
も
含
ま
れ
る
の
は
、
ご
く
自
然
な
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り

と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
エ
レ
ミ
ヤ
は
神
に
「
私
に
協
力
し
な
さ
い
。
私
と
共
働
し
な
さ
い
」
と
命
令
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ

　
次に
、
人
間
以
外
の
用
例
と
し
て
は
抽
象
名
詞
の
比
喩
的
用
法
が
あ
り
、
律
法
は
恵
み
の
反
対
者
で
は
な
く
共
働
者
で
も
あ
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ

霊的
存
在
者
の
共
働
も
あ
る
。
悪
魔
が
人
々
の
強
力
な
共
働
者
と
し
て
登
場
し
、
悪
霊
た
ち
も
人
々
と
共
働
す
る
。
し
か
し
、
人
間
以
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

のも
の
が
神
と
共
働
す
る
用
例
で
は
、
殆
ど
常
に
否
定
的
に
表
現
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
太
陽
や
他
の
星
の
共
働
の
場
合
で
あ
る
。
一
、
（
二
）

ヨ

ア
ン
ネ
ス
・
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
神
人
共
働
論
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



七
〇

で
考
察
す
る
よ
う
に
神
が
人
間
以
外
の
も
の
と
共
働
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
逆
は
な
い
。
つ
ま
り
、
神
と
共
働
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

のは
、
基
本
的
に
は
人
間
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
神
が
人
間
と
共
働
す
る
方
も
頻
出
す
る
。
そ
の
際
、
直
接
の
主
語
と
し
て
は
、
神
の
「
右
手
」

　
　
　
ハ
ね
り

や

「恵み
」
も
使
用
さ
れ
る
。

（二
）
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
聖
書
の
共
働
理
解

　ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
に
お
い
て
は
、
旧
約
の
七
十
人
訳
の
四
箇
所
や
ヤ
コ
ブ
ニ
・
二
二
、
第
三
ヨ
ハ
ネ
八
の
影
響
は
、
特
に
見
当
た
ら

な
い
。
残
り
は
十
四
箇
所
で
、
す
べ
て
パ
ウ
ロ
書
簡
中
の
用
例
で
あ
る
。
ま
ず
は
第
一
テ
サ
ロ
ニ
ケ
三
・
二
で
、
こ
れ
は
人
間
（
テ
モ
テ
）

が

「神
の
共
働
者
」
と
さ
れ
て
い
る
箇
所
だ
が
、
本
文
批
判
上
の
問
題
が
あ
る
。
彼
の
使
用
し
た
聖
書
本
文
で
は
、
人
間
が
直
接
神
の
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま

働者
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
他
の
パ
ウ
ロ
書
簡
の
十
一
箇
所
と
同
様
、
人
間
が
パ
ウ
ロ
ら
他
の
人
間
と
共
働
す
る
。
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス

は
こ
れ
ら
す
べ
て
の
箇
所
を
扱
い
、
神
の
福
音
の
た
め
の
働
き
に
関
す
る
人
間
相
互
の
共
働
と
取
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　そ
れ
に
対
し
て
、
第
一
コ
リ
ン
ト
三
・
九
で
は
人
間
が
神
の
福
音
の
た
め
の
共
働
者
で
は
な
く
、
直
接
「
神
の
共
働
者
」
と
さ
れ
て
い

る
。
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
『
第
一
コ
リ
ン
ト
書
講
話
』
の
当
該
箇
所
の
講
解
で
も
、
す
べ
て
の
人
間
で
は
な
い
が
、
人
間
を
神
の
共
働

　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
ソ

者
と
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
『
ロ
ー
マ
書
講
話
』
で
は
こ
れ
と
他
の
箇
所
が
融
合
し
て
引
用
さ
れ
、
共
働
者
も
パ
ウ
ロ
ら
特
定
の
人
々

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
タ

に

限定
さ
れ
て
い
な
い
。
次
に
、
第
ニ
コ
リ
ン
ト
六
・
一
に
は
「
（
我
々
が
）
共
働
し
て
」
と
い
う
動
詞
の
分
詞
表
現
が
あ
る
が
、
共
働
の

相
手
は

明
示さ
れ
て
い
な
い
。
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
は
こ
れ
を
パ
ウ
ロ
ら
が
コ
リ
ン
ト
教
会
の
人
々
と
共
働
し
て
い
る
、
と
解
釈
す
る
。

ただ
、
次
の
よ
う
に
付
け
加
え
る
。

　
　　
「
だ
が
、
も
し
彼
（
パ
ウ
ロ
）
が
神
と
も
共
働
す
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
な
ら
、
こ
れ
も
拒
否
し
て
い
な
い
。
実
際
、
他
の
箇
所

　
　
でも
『
我
々
は
神
の
共
働
者
で
あ
る
』
（
第
一
コ
リ
ン
ト
三
・
九
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
ま
た
、
人
々
を
救
う
こ
と
を
述
べ



　
　
　
　
ハ
お
り

　
　
て

いる
」
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
新
約
理
解
で
は
、
神
の
救
済
の
働
き
に
人
聞
も
共
働
す
る
こ
と
を
肯
定
し
て
い
た
こ
と
が
分

かる
。

　こ
れ
ま
で
は
す
べ
て
、
人
間
が
共
働
す
る
箇
所
だ
っ
た
。
神
が
共
働
す
る
唯
一
の
例
は
マ
ル
コ
一
六
・
二
〇
だ
が
、
こ
れ
は
元
々
本
文

では
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
箇
所
で
、
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
も
引
用
し
て
い
な
い
。
最
後
に
、
例
外
的
な
ロ
ー
マ
八
・
二
八
で
あ
る
が
、

最も
単
純
に
訳
す
と
、
「
万
事
が
共
働
す
る
」
と
な
る
。
こ
の
箇
所
の
解
釈
の
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
、
神
を
実
質
的
な
主
語
と
取
っ
た
と

し
て
も
、
目
的
語
は
「
万
事
」
に
な
り
、
解
釈
が
困
難
で
あ
る
。
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
解
釈
が
最
も
分
か
る
の
は
、
ヨ
セ
フ
物
語
を
説

明し
た
次
の
箇
所
で
あ
る
。

　
　　
「
こ
れ
故
、
パ
ウ
ロ
も
『
神
を
愛
す
る
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、
万
事
が
善
へ
と
共
働
す
る
』
（
ロ
ー
マ
八
・
二
八
）
と
言
っ
て
い
た
。

　
　
彼は
『
万
事
』
と
述
べ
る
。
『
万
事
』
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
は
、
逆
の
こ
と
も
、
苦
痛
に
思
え
る
こ
と
も
、
善
へ
と
変
え
る
。

　
　そ
れ
が
、
ま
さ
に
こ
の
素
晴
し
い
者
に
も
起
こ
っ
て
い
た
の
だ
。
実
際
、
［
ヨ
セ
フ
の
］
兄
弟
た
ち
に
よ
っ
て
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
こ

　
　と
が
1
創
意
に
富
む
神
の
知
恵
が
そ
の
悪
事
全
部
を
善
へ
と
一
変
さ
せ
る
の
で
ー
と
り
わ
け
彼
（
ヨ
セ
ブ
）
に
［
エ
ジ
プ
ト
］

　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
り

　
　国
を
紹
介
し
た
」
。

こ
こ
だ
け
で
は
な
く
、
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
は
一
貫
し
て
、
こ
こ
の
共
働
を
神
が
人
間
の
た
め
に
摂
理
的
に
配
慮
し
て
、
「
万
事
を
変
え
る
」

　
　
　
　
　
　
　
あ
り

こ
と
と
解
し
て
い
る
。
彼
の
著
作
に
お
い
て
、
こ
の
箇
所
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
の
箇
所
を
集
中
し
て
取
り
上
げ

た

独
立し
た
講
話
（
ミ
帖
§
画
b
“
膏
§
§
器
譜
ミ
§
o
§
§
＆
ら
o
愚
恥
ミ
§
ミ
鳩
§
趣
§
ミ
§
）
が
存
在
し
、
他
の
著
作
の
中
で
も
好
ん
で
引

用
さ
れ
、
そ
の
数
は
二
十
回
近
く
に
及
ぶ
。
そ
れ
で
、
彼
の
共
働
論
に
お
い
て
も
、
神
が
人
間
と
共
働
す
る
場
合
に
、
特
に
摂
理
的
配
慮

ヨ
ア
ン
ネ
ス
・
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
神
人
共
働
論
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
七
一



七
二

と
結
び
つ
い
て
考
え
ら
れ
て
も
、
不
思
議
で
は
な
い
。

二
　
神
人
共働
に
お
け
る
人
間
の
役
割

（
一
）
人間
の
意
志
の
先
行

　
いよ
い
よ
、
神
人
共
働
自
体
を
扱
う
に
あ
た
っ
て
、
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
自
身
の
設
定
し
た
問
題
「
万
事
が
神
に
よ
る
の
な
ら
、
な
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
り

も
人
間
が
働
か
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
か
ら
出
発
す
る
。
こ
れ
は
、
神
の
絶
対
的
支
配
は
入
間
の
怠
惰
さ
、
何
も
働
か
な
い

（g
O
く
O
の
）
こ
と
を
導
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
で
、
こ
の
両
極
の
対
比
は
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
共
働
論
を
一
貫
し
て
主
導
す
る
モ

テ
ィ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
。
彼
は
、
聖
書
の
中
の
神
の
単
働
論
的
（
日
o
ロ
霞
α
Q
同
ω
け
圃
o
）
箇
所
を
解
釈
し
て
、
共
働
論
的
な
視
点
か
ら
弁
証
す

る
。

　ま
ず
は
、
講
話
『
「
収
穫
は
多
い
」
に
つ
い
て
』
の
中
で
、
使
徒
一
六
・
一
四
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
引
用
し
た
後
、
人
間
の
救
済
に
関
し

て

論じ
て
い
る
。

　
　　
「
だ
が
、
彼
（
主
）
が
山
々
を
低
く
さ
れ
、
収
穫
を
行
わ
れ
、
実
を
稔
ら
せ
ら
れ
、
消
化
を
十
分
に
よ
く
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
あ

　
　
な
た

が聞
い
た
時
、
信
じ
る
者
た
ち
か
ら
最
大
の
善
行
を
奪
っ
て
は
な
ら
な
い
。
実
際
、
彼
は
意
思
の
自
由
を
強
制
な
さ
っ
た
り
、

　
　
選択
の
自
由
を
踏
み
に
じ
っ
た
り
し
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
協
力
し
て
下
さ
り
、
助
け
て
下
さ
り
、
手
を
差
し
伸
べ
て
下

　
　さ
っ
て
お
ら
れ
た
。
実
際
、
も
し
万
事
が
彼
の
も
の
だ
っ
た
の
な
ら
、
一
切
の
者
た
ち
を
救
わ
れ
る
の
を
妨
げ
る
も
の
は
な
か
っ
た
。

　
　
だ
が今
、
一
方
で
は
神
に
属
す
る
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
て
、
他
方
で
は
近
づ
く
者
た
ち
に
属
す
る
こ
と
が
［
起
こ
っ
て
い
た
］
。
願
う



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

　
　こ
と
と
選
ぶ
こ
と
、
熱
意
が
多
大
で
信
仰
が
気
高
い
こ
と
を
呈
示
す
る
こ
と
は
、
近
づ
く
者
た
ち
に
属
す
る
こ
と
で
…
…
［
あ
る
］
」
。

神
は
救
済
の
際
、
人
間
の
自
由
意
志
を
妨
害
せ
ず
、
自
己
決
定
を
尊
重
し
た
。
人
間
は
意
志
の
な
い
無
生
物
で
は
な
い
か
ら
だ
。
神
が
共

働を
強
制
し
な
い
以
上
、
個
々
の
具
体
的
な
共
働
は
、
人
間
が
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
は
、
こ
の
人
間
の
役

目
を
次
の
よ
う
に
表
現
す
る
。

　
　　
「
だ
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
預
言
者
（
エ
レ
ミ
ヤ
）
も
『
善
行
を
な
す
こ
と
は
、
我
々
で
は
な
く
神
の
助
け
［
次
第
で
あ
る
］
。
だ
が
、

　
　選
ぶこ
と
は
我
々
と
我
々
の
選
択
［
次
第
で
あ
る
］
』
と
述
べ
て
い
麺
」
。

　
　
　
　
　
　
れ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

こ
の
「
選
択
」
億
、
「
意
志
す
る
こ
と
」
、
「
願
う
こ
と
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
。
勿
論
、
意
志
す
る
内
容
は
何
で
も
よ
い
わ
け
で
は
な
い
。

善
行
の

他に
、
神
の
思
い
、
救
済
行
為
を
行
う
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（二
）
働
き
の
実
行

　ま
ず
最
初
に
、
意
志
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
な
の
だ
ろ
う
か
。
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
は
次
の
よ
う
に
勧
め

る
。

　
　　
「
そ
れ
で
、
万
事
に
つ
け
て
、
意
志
し
た
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
働
き
も
付
け
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
あ
な
た
は

　
　
天に
上
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
て
、
『
私
は
意
志
す
る
』
と
言
う
だ
け
な
の
か
。
だ
か
ら
、
『
ど
う
し
て
あ
な
た
は
、
意
志
す
る

　
　こ
と
で
十
分
だ
、
と
言
っ
て
い
た
の
か
』
と
彼
ら
は
述
べ
る
。
働
き
を
伴
っ
て
意
志
す
る
こ
と
、
行
い
に
至
る
こ
と
、
苦
労
す
る
こ

　
　
　
ハ
あ
り

　
　と
だ
」
。

つま
り
、
実
行
に
移
す
こ
と
で
あ
る
。
行
為
な
し
に
た
だ
意
志
す
る
だ
け
な
ら
ば
、
無
意
味
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
実
行

は
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
箇
所
で
、
彼
は
こ
う
続
け
る
。

ヨ

ア

ン
ネ
ス
・
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
神
人
共
働
論
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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七
四

　
　　
「
実
際
、
我
々
に
は
共
働
し
、
協
力
し
て
下
さ
る
神
が
お
ら
れ
る
。
我
々
は
、
た
だ
選
ぼ
う
。
た
だ
、
働
き
［
に
近
づ
く
］
よ
う
に

　
　行
い
に
近
づ
こ
う
。
た
だ
、
気
に
懸
け
よ
う
。
た
だ
、
自
分
の
念
頭
に
置
こ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
万
事
が
つ
い
て
く
る
。
だ
が
、
も

　
　し
も
我
々
が
眠
っ
て
い
て
、
い
び
き
を
か
き
な
が
ら
天
に
入
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
天
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

　
　
嗣り
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
」
。

実

行を
意
志
す
る
だ
け
で
よ
い
。
こ
れ
す
ら
し
な
い
な
ら
ば
、
救
済
も
な
い
。
こ
れ
と
、
た
だ
何
も
し
な
い
こ
と
と
で
は
、
大
違
い
で
あ

る
。
と
に
か
く
、
開
始
し
て
み
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
れ
を
意
志
で
き
る
の
は
、
人
間
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
時
、
人
間
し
か
働
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
ホ
リ

て

いな
い
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
神
の
共
働
が
始
ま
る
。
そ
の
働
き
と
は
、
具
体
的
に
は
努
力
、
聞
く
こ
と
等
で
あ
る
。

　同
様
の
こ
と
は
、
祈
り
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
。

　
　　
「
彼
は
『
そ
れ
で
は
、
祈
り
は
何
の
益
も
も
た
ら
さ
な
い
の
か
』
と
述
べ
る
。
そ
れ
は
大
き
な
益
も
も
た
ら
す
が
、
我
々
も
何
か
を

　
　
行う
時
に
そ
う
な
る
。
…
（
中
略
）
…
な
ぜ
な
ら
、
も
し
祈
り
に
何
も
働
か
な
い
我
々
を
御
国
に
導
き
入
れ
る
力
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

　
　な
ぜ
す
べ
て
の
ギ
リ
シ
ア
人
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
ら
な
い
の
か
。
…
（
中
略
）
…
な
ぜ
、
悪
人
た
ち
が
善
人
に
な
ら
な
い
の
か
。

　
　
だ
っ

たら
、
［
我
々
が
］
自
分
で
何
ら
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
故
だ
と
い
う
こ
と
が
、
明
ら
か
で
は
な
い
か
。
そ
れ
だ
か
ら
、
我
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

　
　も
自
分
の
な
す
べ
き
分
を
貢
献
す
る
時
に
、
祈
り
は
大
き
な
益
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
」
。

こ
こ
で
は
伝
道
活
動
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
言
わ
ば
祈
り
の
単
働
論
に
対
す
る
反
論
で
あ
る
。
「
自
分
の
な
す
べ
き
分
」

（　
タ
　
　
　
　
　
　
リ
　
ゆ
　
　
　
　
　
コ
↓
2
鵠
2
℃
o
◎
9
G
d
ε
く
）
は
、
直
訳
す
れ
ば
「
自
ら
に
よ
る
諸
事
」
だ
が
、
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
共
働
論
で
人
間
の
役
割
を
表
す
決
ま
っ
た
表

現
で
、
頻
出
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，



（三
）
働
き
が
も
た
ら
す
結
果

　そ
れ
で
は
、
人
間
が
神
と
の
共
働
を
意
志
し
実
行
に
移
し
た
結
果
は
、
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
は
預
言
者
ダ
ニ

エ
ル
に

つ
い
て
、
彼
に
恵
み
の
全
面
的
協
力
が
あ
っ
た
の
は
、
自
分
の
選
択
が
先
行
し
た
か
ら
だ
と
説
明
し
て
、
「
し
た
が
っ
て
、
も
し
我
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

も
自
分
自
身
を
こ
う
い
っ
た
よ
う
に
し
よ
う
と
意
志
す
る
場
合
に
は
、
今
で
も
恵
み
が
臨
在
す
る
の
で
あ
る
」
と
語
り
、
そ
の
現
在
性
、

有
効性
を
主
張
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
り

　彼
は
「
彼
（
神
）
を
引
き
寄
せ
る
責
任
が
我
々
に
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
神
の
恵
み
が
人
間
の
働

き
の
後
に
来
る
こ
と
を
人
間
が
神
の
共
働
を
「
引
き
寄
せ
る
」
と
一
貫
し
て
表
現
す
る
。
彼
の
フ
ィ
リ
ピ
一
・
六
解
釈
に
よ
る
と
、
パ
ウ

ロ
ら
が
自
由
意
志
に
よ
っ
て
、
完
成
す
る
神
の
共
働
へ
の
信
頼
を
表
明
し
た
働
き
の
結
果
、
神
の
恵
み
が
来
る
。
神
の
働
き
を
導
く
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
ね

人間
の
働
き
だ
か
ら
こ
そ
、
賞
賛
に
値
す
る
。
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
は
、
単
働
論
的
な
エ
ン
ミ
ヤ
一
〇
・
二
三
を
取
り
上
げ
た
講
話
『
「
主

よ
、
人
に
よ
る
の
で
は
な
く
」
に
つ
い
て
』
の
結
論
部
分
で
こ
う
語
る
。

　
　　
「
し
た
が
っ
て
、
我
々
の
善
行
が
我
々
と
神
次
第
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
箇
所
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
『
意
志
す
る
こ
と
に
も

　
　よ
ら
ず
、
努
力
す
る
こ
と
に
も
よ
ら
ず
、
憐
れ
ん
で
下
さ
る
神
に
よ
る
』
（
ロ
ー
マ
九
・
一
六
）
も
、
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
ま

　
　た
、
も
し
万
事
が
私
次
第
で
な
け
れ
ば
、
何
の
た
め
に
私
が
努
力
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
何
の
た
め
に
私
が
意
志
し
て
い
る
の
か
』

　
　と
彼
（
パ
ウ
ロ
）
は
述
べ
て
い
る
。
あ
な
た
が
意
志
す
る
こ
と
と
努
力
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
神
の
決
定
と
好
意
を
引
き
寄
せ
、
そ

　
　
の

結
果
共働
し
て
い
た
だ
き
、
御
手
を
差
し
伸
べ
て
い
た
だ
き
、
完
成
ま
で
導
い
て
い
た
だ
く
た
め
で
あ
る
。
実
際
、
も
し
あ
な
た

　
　
がこ
れ
を
せ
ず
に
、
努
力
す
る
こ
と
と
意
志
す
る
こ
と
を
止
め
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
神
が
御
手
を
差
し
伸
べ
て
下
さ
ら
な
い

　
　
ば

かり
か
、
御
自
身
も
身
を
引
か
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
…
（
中
略
）
…
こ
れ
故
、
神
さ
え
も
引
き
寄
せ
る
た
め
に
、
意
志
す

ヨ

ア
ン
ネ
ス
・
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
神
人
共
働
論
（
武
藤
）
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七
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゆ
け

　
　る
こ
と
も
努
力
す
る
こ
と
も
、
我
々
に
は
必
要
で
あ
る
」
。

こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
人
間
の
意
志
と
実
行
も
全
て
、
神
の
働
き
を
引
き
出
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ

の
こ
と
は
周
辺
的
な
内
容
で
も
、
一
時
的
な
原
則
で
も
な
い
。
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
は
こ
の
後
、
「
だ
が
、
こ
れ
ら
の
ご
と
は
全
て
、
規
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

（訳
9
く
O
＜
o
◎
の
）
、
規
定
（
α
℃
9
）
、
不
動
の
教
義
（
c
。
♀
覧
農
9
惹
≦
§
）
で
あ
る
」
と
語
り
、
最
大
級
の
表
現
を
駆
使
し
て
そ
の
真
理
性
を
宣

言
する
。
更
に
、
彼
は
こ
の
講
話
全
体
を
次
の
よ
う
な
実
践
の
勧
め
を
も
っ
て
終
え
る
。

　
　　
「
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
こ
と
と
、
意
志
す
る
こ
と
と
努
力
す
る
こ
と
が
我
々
次
第
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
意
志
す
る
こ
と
と
努
力

　
　
する
こ
と
を
通
し
て
も
、
神
を
我
々
の
助
け
に
ま
で
引
き
寄
せ
よ
う
。
だ
が
、
彼
を
引
き
寄
せ
た
我
々
は
、
行
い
の
完
成
ま
で
到
達

　
　
　
　
　
　
　
　
な
り

　
　
する
こ
と
に
な
る
」
。

三
　神
人
共
働
に
お
け
る
神
の
役
割

（
一
）
働き
の
決
定

　
二
、
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
人
間
が
働
く
必
要
が
あ
る
と
し
て
も
、
逆
に
万
事
が
人
間
次
第
な
ら
、
人
間
は
非
力
な
の
で
安
心
で
き
な

い
の

では
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
に
対
し
て
、
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
勿
論
、
人
間
は
万
事
を
働
く
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま

でき
る
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
、
人
間
の
自
然
本
性
を
超
え
る
業
に
関
し
て
は
、
神
の
共
働
が
不
可
欠
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
共
働
の
主
導

権
も
人
間
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
前
述
の
人
間
に
よ
る
神
の
共
働
の
引
き
寄
せ
も
、
神
の
側
か
ら
見
る
と
こ
う
な
る
。

　
　　
「
こ
こ
で
ま
た
、
万
事
が
上
か
ら
の
恵
み
に
よ
っ
て
い
た
次
第
を
考
察
し
な
さ
い
。
実
際
、
我
々
が
自
分
の
な
す
べ
き
分
を
貢
献
し



　
　
た時
、
神
に
よ
る
共
働
も
豊
か
に
得
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
我
々
が
怠
け
な
い
よ
う
に
、
弛
ん
で
し
ま
っ
た
り
も
し
な
い
よ
う
に
、

　
　
我々

も
何
か
を
共
に
貢
献
す
る
こ
と
を
彼
（
神
）
は
願
っ
て
お
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
御
自
分
の
な
さ
れ
る
べ
き
分
も
呈
示
し
て
下

　
　さ
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
万
事
が
上
か
ら
の
助
け
に
よ
っ
て
起
こ
る
わ
け
で
も
な
く
、
む
し
ろ
我
々
も
何
か
を
共
に
貢
献
し
な
け

　
　
れ
ば
なら
な
い
。
ま
た
、
彼
は
我
々
の
弱
さ
が
著
し
い
こ
と
を
御
存
知
で
、
万
事
を
我
々
か
ら
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
い
が
、
御

　
　自
分
の
慈
愛
を
覚
え
て
お
ら
れ
、
ま
た
御
自
分
の
名
誉
を
呈
示
さ
れ
る
た
め
に
何
ら
か
の
根
拠
を
受
け
取
る
こ
と
を
願
っ
て
お
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

　
　て
、
我
々
の
な
す
べ
き
分
が
貢
献
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
お
ら
れ
る
」
。

神
は
そ
の
慈
愛
故
に
、
人
間
と
共
働
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
名
誉
故
に
、
闇
雲
に
共
働
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
人
間
の
側
の
共
働
を
待
っ
て
い
る
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
で
は
、
「
万
事
」
が
三
回
登
場
す
る
。
最
初
に
万
事
は
神
の
恵
み
に
よ
る
、

と
言
い
な
が
ら
、
そ
の
内
実
は
二
つ
の
否
定
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
第
一
に
、
万
事
が
神
に
よ
っ
て
起
こ
る
の
で
は
な
く
、
人
間
も
分

担し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
確
か
に
神
は
人
間
に
分
担
を
求
め
る
が
、
万
事
を
求
め
る
こ
と
は
な
い
。
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
は

両
極
端を
否
定
し
、
共
働
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
神
の
分
担
と
人
間
の
分
担
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　神
の
慈
愛
深
さ
は
、
ま
だ
共
働
を
意
志
し
て
い
な
い
人
々
や
ま
だ
実
行
し
て
い
な
い
人
々
に
さ
え
向
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、

既
に

意
志し
、
実
行
し
た
人
々
に
対
し
て
は
言
を
倹
た
な
い
は
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
は
こ
う
断
言
す
る
。

　
　　
「
実
際
、
我
々
が
意
志
し
、
選
択
し
、
願
っ
た
の
だ
か
ら
、
神
が
お
見
捨
て
に
な
る
こ
と
な
ど
、
あ
り
得
な
い
。
実
際
、
も
し
願
っ

　
　
て

いな
い
者
た
ち
に
意
志
し
願
う
よ
う
に
勧
め
、
助
言
し
て
お
ら
れ
る
な
ら
、
な
お
の
こ
と
選
ん
で
い
る
者
た
ち
を
お
見
捨
て
に
は

　
　な
ら
な
い
。
…
（
中
略
）
…
実
際
、
一
心
に
神
に
望
み
を
置
い
て
い
る
者
や
自
分
で
な
す
べ
き
分
を
全
て
貢
献
し
て
い
る
者
が
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぜ

　
　
から
落
伍
す
る
こ
と
な
ど
、
あ
り
得
な
い
」
。

ヨ

ア
ン
ネ
ス
・
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
神
人
共
働
論
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七



七
八

こ
の
場
合
の
人
間
の
働
き
は
、
必
然
的
に
神
の
働
き
を
導
く
。
こ
れ
は
い
わ
ば
、
神
は
神
を
助
け
る
人
間
を
必
ず
助
け
る
と
い
う
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゆ
り

あ
る
。
た
だ
、
一
般
的
に
そ
う
言
え
る
の
だ
が
、
具
体
的
に
誰
と
共
働
す
る
か
は
飽
く
ま
で
神
の
決
定
と
好
意
に
よ
る
。
神
が
人
間
の
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
タ

し
出
を
見
た
上
で
、
共
働
す
る
か
否
か
を
公
平
に
判
断
す
る
。
共
働
は
神
の
決
定
を
必
要
と
す
る
の
で
、
人
間
だ
け
で
勝
手
に
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

（二
）
援
助
の
実
行

　さ
て
、
神
に
よ
る
共
働
が
決
定
さ
れ
た
人
間
の
働
き
は
、
そ
の
後
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
に
よ
る
と
、
「
実
際
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ

上
から
の
右
手
が
我
々
に
協
力
し
て
下
さ
る
時
、
難
し
い
こ
と
が
簡
単
に
な
り
、
困
難
な
こ
と
が
容
易
に
［
な
る
］
」
。
神
の
共
働
は
、
人

間
の
働
き
を
し
や
す
く
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
神
が
人
問
の
な
す
べ
き
働
き
を
肩
代
わ
り
し
て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
具
体
的
に
は
、

伝道
に
関
し
て
言
う
と
、
「
賜
物
を
授
け
、
言
葉
を
分
か
り
や
す
く
教
え
を
明
ら
か
に
し
、
種
を
蒔
き
、
聞
く
こ
と
が
稔
り
に
至
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む

助け
て
下
さ
る
こ
と
は
、
［
彼
（
神
）
］
に
属
す
る
」
。

　し
た
が
っ
て
「
恵
み
の
み
」
と
い
う
こ
と
も
、
人
間
が
い
つ
ま
で
も
そ
れ
に
依
存
し
て
、
自
分
で
働
く
必
要
が
な
い
こ
と
を
意
味
し
な

い
。
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
解
釈
は
こ
う
で
あ
る
。

　
　　
「
実
際
、
敵
で
さ
え
あ
っ
た
我
々
を
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
分
に
、
恵
み
に
よ
っ
て
救
っ
て
下
さ
っ
た
方
が
、
働
く
者
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ

　
　ち
（
我
々
）
も
ご
覧
に
な
る
時
、
な
お
の
こ
と
協
力
し
て
は
下
さ
ら
な
い
だ
ろ
う
か
」
。

　
「
恵
み
の
み
に
よ
る
救
済
」
も
、
被
救
済
者
の
誉
れ
を
無
視
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
人
間
の
働
き
を
見
て
、
そ
れ
に
応
じ
て
援
助
す
る
。

こ
れ
は
「
な
お
の
こ
と
共
働
す
る
神
」
の
原
理
で
あ
る
。
モ
ー
セ
ら
の
渡
海
と
い
う
不
可
能
を
可
能
に
し
た
奇
跡
に
触
れ
て
、
彼
は
語
る
。

　
　　
「
実
際
、
も
し
恵
み
だ
け
だ
っ
た
場
合
に
彼
（
神
）
が
共
働
し
て
下
さ
っ
た
の
な
ら
、
自
分
の
苦
労
も
呈
示
す
る
場
合
に
は
、
な
お



　
　
の
こ
と
協
力
し
て
下
さ
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
、
何
も
働
か
な
い
者
を
救
っ
て
下
さ
っ
た
の
な
ら
、
な
お
の
こ
と
働
く
者
を
助
け

　
　
て
は
下
さ
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
、
確
か
に
上
で
私
は
『
あ
な
た
は
、
不
可
能
な
こ
と
に
よ
っ
て
困
難
な
こ
と
に
つ
い
て
も
確

　
　
信
する
べ
き
で
あ
る
』
と
言
っ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
今
や
私
は
こ
う
言
お
う
。
『
も
し
も
我
々
が
自
制
し
て
い
る
の
な
ら
、
そ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
リ

　
　は
困
難
で
さ
え
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
』
と
」
。

　
「
な
お
の
こ
と
共
働
す
る
神
」
の
原
理
は
、
こ
こ
で
も
有
効
で
あ
る
。
人
間
の
共
働
は
、
決
し
て
徒
労
に
は
終
わ
ら
な
い
。
そ
れ
に
神
の

共働
が
呼
応
す
れ
ば
、
困
難
な
働
き
も
実
に
容
易
に
な
る
の
で
、
安
心
で
き
る
。
た
だ
、
そ
れ
が
常
に
人
間
の
目
に
も
明
ら
か
な
わ
け
で

は
な
い
。
逆
に
、
最
も
容
易
に
見
え
る
状
況
で
も
、
神
の
共
働
は
行
わ
れ
る
。
そ
れ
を
教
え
る
ロ
ー
マ
八
・
二
六
を
引
用
し
て
か
ら
、
ク

リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
は
こ
う
述
べ
る
。

　
　　
「
だ
が
、
彼
（
パ
ウ
ロ
）
は
そ
れ
ら
を
語
っ
て
、
我
々
を
巡
る
御
霊
の
多
大
な
摂
理
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
人
間
的
な
推
論
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
リ

　
　
有
益
に

見え
る
こ
と
を
必
ず
し
も
そ
う
だ
と
考
え
な
い
よ
う
に
彼
ら
を
教
育
し
て
も
い
た
」
。

こ
こ
で
、
一
、
（
二
）
で
扱
っ
た
彼
の
ロ
ー
マ
八
・
二
八
理
解
の
よ
う
に
、
神
の
摂
理
的
配
慮
と
神
の
共
働
が
繋
が
る
。
「
神
は
万
事
を
こ

の

義人
（
ヤ
コ
ブ
）
の
益
の
た
め
に
摂
理
的
に
配
慮
し
て
下
さ
る
（
。
寄
。
く
。
昼
く
）
方
で
あ
ら
れ
た
の
で
、
一
切
の
こ
と
に
お
い
て
彼
に
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ

自
身
に
よ
る
共
働
を
与
え
て
下
さ
っ
て
い
た
」
の
だ
。
こ
の
こ
と
は
普
遍
妥
当
的
で
、
「
誰
で
も
神
の
思
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
従
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
　

自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と
を
管
理
し
た
い
と
思
う
時
、
い
つ
で
も
こ
の
よ
う
な
上
か
ら
の
共
働
を
得
る
」
。
神
は
人
間
の
働
き
を
奪
わ
ず
、

人間
の
働
き
や
思
案
が
及
ぱ
な
い
領
域
で
働
く
こ
と
で
、
援
助
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
摂
理
的
配
慮
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
万
事
が

善
に

変わ
っ
て
い
く
。

．

ヨ

ア

ン
ネ
ス
・
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
神
人
共
働
論
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九



八
〇

（三
）
完
成
を
担
う
神

　神
が
共
働
し
て
い
る
場
合
、
人
間
の
働
き
は
容
易
に
な
り
、
そ
の
結
果
容
易
に
完
成
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
安
心
で
き
る
。
ク
リ
ュ

ソ
ス
ト
モ
ス
は
「
だ
が
、
も
し
神
が
完
成
し
て
下
さ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
労
苦
も
多
く
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
が
、
彼
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ

る
か
ら
容
易
に
万
事
を
終
え
る
の
で
、
安
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
共
働
を
開
始
し
た
の
は
人
間
だ
っ
た

が
、
そ
れ
を
完
成
さ
せ
る
の
は
神
の
役
割
で
あ
る
。

　ま
た
、
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
は
こ
う
語
る
。

　
　　
「
彼
（
パ
ウ
ロ
）
は
『
善
行
は
彼
ら
だ
け
の
も
の
で
あ
る
』
と
も
言
わ
ず
、
『
ま
ず
は
神
の
も
の
』
［
と
言
っ
た
］
。
実
際
、
『
私
は
、

　
　あ
な
た
が
た
の
中
で
よ
い
働
き
を
始
め
て
下
さ
っ
た
方
が
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
日
ま
で
に
完
成
し
て
下
さ
る
こ
と
を
確
信
し
て

　
　
いる
』
（
フ
ィ
リ
ピ
一
・
六
）
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
『
神
が
［
完
成
し
て
下
さ
る
］
』
と
い
う
こ
と
だ
。
だ
が
、
彼
は
『
私
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り

　
　あ
な
た
が
た
に
関
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
あ
な
た
が
た
［
の
働
き
］
に
よ
る
人
々
に
関
し
て
も
、
そ
う
で
あ
る
』
と
述
べ
て
い
る
」
。

善
行は
人
間
だ
け
の
も
の
で
も
な
く
、
神
だ
け
の
も
の
で
も
な
い
。
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
は
そ
の
両
方
を
否
定
す
る
。
そ
し
て
、
人
間
の

働
き
を
完
成
す
る
の
も
、
神
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
、
「
万
事
は
神
に
よ
る
」
と
も
強
調
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ク
リ
ュ

ソ
ス
ト
モ
ス
に
よ
る
と
、
例
え
ば
コ
リ
ン
ト
教
会
の
人
々
が
錯
覚
し
て
、
神
と
の
共
働
を
自
分
た
ち
だ
け
の
働
き
で
あ
る
か
の
よ
う
に
誇

ろ
う
と
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
戒
め
る
た
め
に
神
の
支
配
を
強
調
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
「
た
と
い
、
あ
な
た
が
た
の
故
で
も
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ね

た
と
し
て
も
、
万
事
は
神
の
下
で
起
こ
っ
て
い
た
」
の
だ
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
を
強
調
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。



四　
人
間
の
働
き
と
神
の
働
き
の
関
係

（
一
）
共
働成
立
の
根
拠

　
本来
、
万
事
は
神
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
神
自
身
と
し
て
は
何
も
不
足
し
て
お
ら
ず
、
人
間
の
共
働
を
必
要
と
し
て
は
い
な
い
。
無
論
、

す

べ
て
の神
の
働
き
が
人
間
と
の
共
働
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
、
創
造
の
業
に
お
い
て
は
、
人
間
は
お
ろ
か
、
い
か
な
る
も
の
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り

共働
も
強
く
否
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
神
が
、
救
済
の
業
に
お
い
て
は
、
人
間
へ
の
慈
愛
故
に
人
間
に
よ
る
共
働
を
求
め
た
。
そ
う
し
な

け
れ
ば
、
人
間
は
本
来
怠
惰
で
あ
る
か
ら
、
何
も
働
か
な
い
傾
向
が
あ
る
。
何
も
働
か
な
い
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
神
の
共
働
も
救
済
も
な
い

から
で
あ
る
。
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
は
述
べ
る
。

　
　　
「
神
も
こ
の
よ
う
に
し
て
下
さ
り
、
人
間
を
非
常
に
尊
重
し
て
下
さ
っ
て
、
彼
か
ら
離
れ
る
こ
と
も
願
わ
れ
な
い
で
、
一
方
で
は
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
り

　
　自
身
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
さ
れ
、
他
方
で
は
御
自
身
と
の
共
働
者
た
ち
に
任
じ
て
下
さ
っ
た
」
。

こ
の
よ
う
な
人
間
の
尊
重
が
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
共
働
は
成
立
し
得
な
か
っ
た
。
神
の
共
働
を
引
き
寄
せ
た
の
が
必
然
で
な
く
人
間
の

意
志
だ
っ

た
よ
う
に
、
人
間
の
共
働
を
求
め
た
の
も
必
然
で
は
な
く
神
の
意
志
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
聖
書
理解
と
の
関
係
で
言
う
と
、
確
か
に
万
事
を
変
え
る
神
の
共
働
（
ロ
ー
マ
八
・
二
八
解
釈
）
の
影
響
が
大
き
い
が
、
新
約
で
主
流

だ
っ

た

人間
の
共
働
の
方
も
そ
れ
に
劣
ら
ず
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
両
者
の
関
係
が
相
当
考
察
さ
れ
て
い
る

のが
、
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
共
働
論
の
特
徴
と
言
え
る
。
彼
は
決
し
て
、
神
の
全
能
の
働
き
を
等
閑
視
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の

場合
の
主
要
な
問
題
意
識
は
人
間
の
怠
惰
さ
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
彼
は
、
人
間
の
尊
い
苦
労
を
非
常
に
高
く
買
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
も
、
同
時
に
神
の
慈
愛
の
深
さ
も
痛
感
し
て
い
た
。
そ
の
両
方
を
何
と
か
最
大
限
に
生
か
そ
う
と
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い

ヨ
ア
ン
ネ
ス
・
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
神
人
共
働
論
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一



八
二

た
。
そ
ん
な
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
は
、
パ
ウ
ロ
に
も
自
ら
と
同
じ
姿
を
見
出
す
。
彼
は
第
一
コ
リ
ン
ト
三
・
九
を
受
け
て
、
こ
う
問
い
か

け
る
。　

　　
「
彼
（
パ
ウ
ロ
）
が
前
の
方
で
は
万
事
が
神
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
の
に
、
彼
ら
に
も
小
さ
く
な
い
働
き
を
与
え
た
次
第
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

　
　あ
な
た
は
考
察
し
て
い
る
か
」
。

（二
）
共
働
の
相
互
性

　様
々
な
聖
書
テ
ク
ス
ト
の
単
働
論
的
解
釈
を
排
し
、
共
働
論
を
主
張
し
て
き
た
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
だ
か
ら
こ
そ
、
「
共
働
」
と
い
う
語

が
使用
さ
れ
て
い
な
い
、
祈
り
の
共
働
テ
ク
ス
ト
も
見
逃
さ
な
い
。
こ
れ
は
共
働
論
が
最
も
ま
と
ま
っ
て
い
る
箇
所
な
の
で
、
長
さ
を
厭

わ
ず
引
用
し
よ
う
。

　
　　
「
万
事
を
聖
徒
た
ち
の
祈
り
に
任
せ
て
、
彼
ら
は
何
も
働
か
な
か
っ
た
り
、
悪
徳
に
走
っ
た
り
、
徳
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
る
い
か

　
　な
る
者
を
も
捕
ま
え
て
詰
っ
た
り
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、
善
を
働
い
て
い
る
者
た
ち
も
そ
の
（
祈
り
の
）
共
闘
を
軽
視
す
［
べ

　
　き
で
は
な
い
］
。
実
際
、
確
か
に
我
々
の
た
め
の
祈
り
は
大
き
な
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
我
々
も
働
く
時
に
大
き
い
の
で
あ
る
。

　
　こ
れ
故
、
彼
ら
の
た
め
に
祈
る
パ
ウ
ロ
も
、
ま
た
約
束
に
よ
っ
て
信
頼
に
足
る
こ
と
を
置
い
て
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
る
。
『
だ
が
主

　
　は
誠
実
で
あ
ら
れ
、
あ
な
た
が
た
を
支
え
て
下
さ
り
、
悪
か
ら
守
っ
て
下
さ
る
』
（
第
二
｝
7
。
サ
ロ
ニ
ケ
三
・
三
）
。
実
際
、
あ
な
た
が

　
　
た
を
救
い
へ
と
選
ば
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
偽
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
し
、
決
し
て
滅
び
る
こ
と
を
お
許
し
に
な
る
こ
と
も
な
い
。

　
　
　
だが
、
こ
れ
ら
を
通
し
て
解
怠
に
導
か
な
い
よ
う
に
、
ま
た
万
事
が
神
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
、
彼
ら
が
眠
っ
て
し
ま
わ
な
い

　
　よ
う
に
、
彼
（
パ
ウ
ロ
）
が
次
の
よ
う
に
言
っ
て
彼
ら
に
よ
る
共
働
も
求
め
る
次
第
を
考
察
し
な
さ
い
。
『
だ
が
、
あ
な
た
が
た
に
つ

　
　
い
ては
、
我
々
が
伝
え
て
い
る
こ
と
を
し
て
い
る
し
、
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
我
々
は
主
に
あ
っ
て
確
信
し
て
い
る
』
（
同
三
・
四
）
。



　
　
だ
から
、
『
確
か
に
神
は
誠
実
で
、
救
う
こ
と
を
約
束
し
て
下
さ
る
方
で
あ
ら
れ
、
い
か
な
る
場
合
で
も
救
っ
て
下
さ
る
が
、
約
束
し

　
　
て

下さ
っ
た
よ
う
に
［
そ
う
さ
れ
る
］
』
と
彼
は
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
約
束
し
て
下
さ
っ
た
の
か
。
も
し
も
、
我
々
が

　
　
意
志し
、
彼
に
聞
く
な
ら
ば
、
と
の
［
約
束
］
で
あ
っ
て
、
単
に
［
約
束
さ
れ
た
の
］
で
も
、
木
や
石
の
よ
う
に
何
も
働
か
な
い
者

　
　
たち
を
［
救
う
こ
と
の
約
束
］
で
も
な
い
。

　
　
　
だが
、
『
我
々
は
主
に
あ
っ
て
確
信
し
て
い
る
』
と
い
う
こ
と
も
、
よ
く
ぞ
置
い
て
お
い
た
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
我
々
は
彼
の
慈
愛

　
　を
信
じ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
こ
で
は
ま
た
、
彼
は
彼
ら
の
意
気
を
挫
い
て
、
万
事
を
委
ね
て
い
る
。
実
際
ま
ず
、
も
し
『
だ

　
　が
、
我
々
は
あ
な
た
が
た
を
信
じ
て
い
る
』
と
言
っ
た
場
合
は
、
賞
賛
は
大
き
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
彼
ら
に
一
切
の
こ
と
を
神
に
委

　
　
ね
る
こ
と
を
教
え
て
は
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
逆
に
、
も
し
『
だ
が
我
々
は
、
彼
（
主
）
が
あ
な
た
が
た
を
守
っ
て
下
さ
る
こ
と
を

　
　
主
に
あ
っ
て
確
信
し
て
い
る
』
と
言
っ
て
、
『
あ
な
た
が
た
に
つ
い
て
は
』
と
『
我
々
が
伝
え
て
い
る
こ
と
を
し
て
い
る
し
、
す
る
よ

　
　う
に
な
る
こ
と
を
』
を
付
け
足
し
て
お
か
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
彼
ら
を
万
事
を
神
の
御
力
の
上
に
投
げ
出
し
て
も
っ
と
働
か
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ

　
　者
た
ち
に
し
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
t
だ
ろ
う
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ロ

　こ
の
よ
う
に
共
働
が
う
ま
く
成
立
し
て
い
る
場
合
、
人
間
が
働
く
時
、
常
に
神
も
共
働
し
て
お
り
、
神
が
人
間
に
共
働
を
求
め
る
時
、

そ
れ
は
す
で
に
神
の
働
き
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
で
も
、
働
き
の
内
容
は
相
互
に
異
な
っ
て
い
る
。
神
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
働
き
が

あ
る
。
そ
れ
と
同
様
に
、
人
問
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
働
き
が
あ
る
。
そ
の
両
者
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
が
明
確
に
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ

相
互
に

代
替
不
可能
で
、
い
ず
れ
か
一
方
が
欠
け
て
も
共
働
は
成
り
立
た
な
い
。
名
ば
か
り
の
共
働
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
に
飽
く
ま
で

両者
の
相
互
的
働
き
こ
そ
が
、
「
共
働
」
の
名
に
値
す
る
。
そ
の
理
想
的
状
態
を
端
的
に
表
現
し
た
の
が
、
次
の
一
文
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
り

　
　　
「
こ
う
し
て
、
我
々
に
は
共
働
者
な
る
神
が
お
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
我
々
自
身
も
彼
の
共
働
者
に
な
る
」
。

ヨ
ア
ン
ネ
ス
・
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
神
人
共
働
論
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三



八
四

こ
こ
で
は
神
人
が
相
互
に
共
働
し
合
い
、
相
互
に
共
働
者
で
あ
る
。
た
だ
、
神
が
共
働
者
で
あ
る
こ
と
は
本
来
的
だ
が
、
人
間
は
そ
の
ま

ま
で
神
の
共
働
者
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
共
働
者
に
な
る
の
で
あ
る
。

結
び

　
本
研究
で
考
察
し
た
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
共
働
論
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
神
は
人
間
に
共
働
を
求
め
た
が
、
強
制
は

し
な
か
っ
た
。
人
間
は
自
由
意
志
に
よ
っ
て
神
の
業
を
働
く
こ
と
を
意
志
し
、
実
行
し
て
、
そ
の
結
果
神
の
共
働
を
引
き
寄
せ
る
。
共
働

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
神
は
そ
の
人
間
を
援
助
し
て
働
き
や
す
く
し
、
人
間
の
能
力
を
超
え
た
領
域
で
摂
理
的
に
配
慮
し
て
、
人
間
の
働

き
を
完
成
さ
せ
る
。
人
間
は
神
の
働
き
の
領
域
で
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
神
も
人
間
の
働
く
べ
き
領
域
で
人
間
に
代
わ
っ
て
働
く
こ

と
は
な
い
。
こ
の
働
き
は
互
恵
的
で
、
相
互
に
相
手
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
言
葉
の
真
の
意
味
で
「
共
働
」
な
の
で
あ
る
。

　こ
の
共
働
論
と
「
神
の
支
配
」
の
考
え
は
、
両
立
可
能
で
あ
る
。
第
一
に
、
共
働
の
存
在
根
拠
は
飽
く
ま
で
神
が
そ
れ
を
求
め
た
こ
と

にあ
る
。
第
二
に
、
個
々
の
共
働
は
神
の
思
い
に
従
っ
て
人
間
が
思
う
場
合
に
の
み
、
成
立
す
る
。
第
三
に
、
共
働
の
実
行
は
人
間
が
行

う
が
、
そ
れ
に
神
も
参
加
す
る
の
で
、
同
時
に
そ
れ
は
神
が
行
っ
て
い
る
こ
と
に
も
な
る
か
ら
だ
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
も
「
神
の
万
物

支配
」
解
釈
の
範
囲
内
に
あ
る
と
言
え
、
パ
ウ
ロ
の
「
恵
み
の
み
」
の
言
と
も
矛
盾
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
共
働
論

の

視点
か
ら
見
た
場
合
、
神
人
い
ず
れ
か
の
単
働
だ
け
を
主
張
す
る
方
が
む
し
ろ
、
不
自
然
に
見
え
る
。
こ
の
理
解
な
し
に
、
共
働
論
か
ら

一部
の
言
説
だ
け
を
取
り
出
し
て
、
後
の
西
方
の
恩
恵
論
の
別
の
視
点
か
ら
判
定
す
る
場
合
に
、
「
神
人
共
働
説
」
と
の
批
判
が
可
能
に
な
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
は
一
貫
し
た
ま
と
ま
り
を
具
え
た
共
働
論
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
は
、
恩
恵
に
関
す
る
考
え
も

ρ



勿
論含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
に
留
ま
ら
な
い
。
救
済
論
や
そ
れ
を
越
え
る
神
人
関
係
全
体
を
見
渡
し
た
、
よ
り
広
い
視
点
を
有
し
て
お
り
、

西方
と
は
別
の
切
り
口
で
恩
恵
の
問
題
も
扱
わ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
同
じ
共
働
論
の
範
囲
で
創
世
記
の
ヨ
セ
フ
物
語
か
ら
、

預言
者
エ
レ
ミ
ヤ
、
使
徒
の
伝
道
、
祈
り
、
そ
し
て
パ
ウ
ロ
書
簡
の
恩
恵
ま
で
、
同
様
に
扱
わ
れ
た
。
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
が
「
不
動
の

教義
」
と
し
て
積
極
的
に
主
張
す
る
こ
の
共
働
論
を
、
恩
恵
論
の
枠
内
に
留
ま
る
「
神
人
共
働
説
」
的
と
呼
ぶ
こ
と
自
体
が
適
切
で
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ま
し
て
、
彼
を
始
め
と
す
る
ギ
リ
シ
ア
教
父
た
ち
を
「
神
人
共
働
説
」
の
嫌
疑
か
ら
救
う
必
要
な
ど
、
そ
も
そ
も
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
註

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
4
）
　
例
え
ば
、
冨
爵
ド
巳
∪
霞
α
q
℃
．
．
ω
旨
Φ
茜
δ
日
ぎ
O
冨
α
q
o
q
o
h
乞
団
器
o
、
、

　
本
研究
の
テ
ー
マ
は
、
片
柳
榮
一
先
生
の
京
都
大
学
で
の
講
義
に
触
発
　
　
　
　
が
こ
れ
に
当
た
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

さ
れ
て
着
想
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
類
例
に
は
事
欠
か
な
い
が
、
先
生
の
　
　
　
（
5
）
　
目
o
目
撒
ω
覧
臼
言
、
．
ω
旨
興
σ
q
す
国
昌
O
ユ
Φ
暮
o
ξ
0
け
凶
①
ロ
．
、
冒

長年
の
触
発
へ
の
深
い
感
謝
の
印
に
、
こ
こ
に
そ
の
ほ
ん
の
一
例
を
形
に
　
　
　
　
b
憩
に
（
H
㊤
8
）
同
障
N
山
霞
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
国
巳
o
罵
切
感
昌
臼
P
．
．
ω
旨
魯
α
q
δ
日
二
ω
陰
。
尻
℃
げ
ぎ
o
ヨ
Φ
口
α
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
国
a
自
註
o
q
需
①
一
房
o
q
Φ
ω
o
ぼ
o
洋
ρ
α
9
。
お
Φ
ω
件
Φ
洋
国
昌
山
魯
勺
H
巴
凶
讐
Φ
ロ

（1
）
　
詳
し
く
は
、
山
田
望
『
キ
リ
ス
ト
の
模
範
1
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
神
学
　
　
　
　
山
o
ω
H
o
げ
9
。
目
⑦
ω
0
9
ω
o
ω
8
ヨ
ロ
ω
．
．
」
員
円
く
o
つ
い
日
Φ
巳
①
匡
＼
中

　　
に
お
け
る
神
の
義
と
パ
イ
デ
イ
ア
ー
1
』
教
文
館
、
一
九
九
七
年
、
参
　
　
　
　
寓
母
げ
菩
臼
o
q
（
Φ
R
）
”
9
織
§
§
ミ
貸
ミ
§
賊
穿
嘗
曹
§
馨
画
－

　
　照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹
糠
ミ
§
、
§
鳴
o
譜
紺
§
、
毎
§
§
ミ
§
譜
噂
国
二
き
o
q
Φ
戸
H
O
°
。
ρ

（
2
）
　
よ
り
詳
細
に
は
、
ρ
し
d
Φ
H
茸
餌
β
．
．
ω
旨
霞
α
q
o
ρ
ω
旨
臼
α
q
Φ
q
”
婚
貯
“
　
　
　
　
O
O
－
°
。
搾
目
゜
。
－
旨
H
（
筆
者
未
見
）
噛
H
皇
．
，
》
O
o
ヰ
a
巳
巳
o
洋
”
一
一
Φ
貯

　　
O
O
臣
O
置
同
ユ
巴
ユ
o
げ
（
巴
゜
）
鳩
§
S
奮
ミ
器
ミ
弼
§
さ
§
誉
ミ
ミ
　
　
　
　
　
α
繧
o
げ
ユ
o
げ
鉱
o
q
Φ
U
O
α
q
日
O
P
ω
O
昌
匹
O
ヨ
曽
賃
O
げ
α
負
9
Φ
ヨ
O
昌
鵯
幕
口

　
　
審
ミ
§
隷
ミ
ミ
§
き
8
ω
窪
ヰ
α
q
鉾
け
”
≦
°
国
〇
三
冨
§
Φ
」
ド
8
倉
　
　
　
　
い
Φ
げ
9
ω
≦
き
α
9
く
Φ
厳
Φ
口
膏
洋
《
°
N
負
く
Φ
臣
讐
9
凶
ω
げ
Φ
ω
菖
目
昌
巷
o
q

　　
°
。
①
㌣
゜
。
誤
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜
o
ロ
O
冨
昏
Φ
暮
Ω
薯
Φ
爵
Φ
昌
び
皿
匂
o
冨
目
Φ
ω
O
げ
員
゜
・
o
ω
8
日
島
、
”
噌

（3
）
　
国
犀
訂
げ
o
a
寓
穿
δ
ヨ
臼
α
q
”
、
、
ω
旨
臼
α
q
圃
ω
8
営
O
掃
α
q
o
q
o
h
　
　
　
　
§
鳴
o
言
曹
ぎ
§
駐
罫
蕊
α
㎝
（
H
り
㊤
㊤
）
同
b
。
同
山
ω
①
（
鎚
H
2
罫
§
ミ

　　
三
協
器
、
、
”
凶
く
ミ
①
゜
。
（
H
㊤
ミ
）
［
㊤
ω
山
b
。
b
。
H
㊤
O
ω
ρ
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
ミ
ト
§
§
ミ
§
ぎ
L
≦
p
謡
昌
国
⑦
凶
目
α
q
餌
§
興
＼
典
（
①
P
）
”
ω
宕
零
－

ヨ

ア

ンネ
ス
・
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
神
人
共
働
論
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
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α
q
曽
ユ
”
≦
°
国
o
包
げ
雪
日
B
①
J
H
㊤
㊤
P
H
①
㎝
l
H
『
O
）
嚇
冠
己
智
ぎ
§
詰
8
　
　
　
（
2
1
）
　
ミ
器
｝
膳
（
℃
O
㎝
ら
”
＆
り
）
°

　
　Ω
測
蕩
8
ミ
§
器
ー
切
蹄
ミ
＆
肉
魯
ミ
恥
3
§
愚
越
き
ω
宕
け
け
o
q
費
け
”
　
　
　
（
2
2
）
　
き
§
帖
§
鳴
§
愚
゜
N
貸
織
§
§
“
貯
§
討
恥
ミ
恥
湧
ω
噂
ω
（
剛
O
O
b
o
噂
障
O
）
°

　
　
≦
°
内
O
げ
ぎ
四
旨
B
Φ
が
H
㊤
㊤
ρ
α
ω
ω
ρ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
き
§
帖
§
恥
§
慰
゜
h
§
織
O
O
畿
蕊
ミ
ご
⇔
o
o
”
Q
Q
（
℃
O
①
ど
圃
b
o
）
°
ミ
H
P

（
7
）
　
き
ミ
§
翁
◎
N
§
O
§
§
．
§
同
μ
ω
（
勺
O
α
ω
弘
b
。
b
。
）
°
な
お
、
本
研
　
　
　
　
b
。
（
勺
○
①
お
゜
。
ω
）
も
参
照
。

　
　究
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